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【目的】退院支援の援助内容から、退院支援の実態を明らかにすることである。【方法】 2012 年 4 月 1
日〜2014 年 3 月 31 日の 2 年間に A 大学病院の退院調整部門において行われたすべての退院支援ケース
3,223 件のうち、退院支援後に作成する援助内容報告書から援助の実態を把握できた 1,763 件（54.7%）を
対象とし、退院支援に係る入院時スクリーニングと退院支援の実態との関連性を分析した。【結果】入院後、
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Ⅰ.背景 






































載した援助内容報告書を調査対象とし、2012 年 4 月
1 日〜2014年 3月 31日の 2 年間にA 大学病院退院
調整部門において行われた退院支援を対象ケースと
した。この期間の入院患者は 36,234 人（2012 年度
17,793 人、2013 年度 18,441 人）であり、当該年度
内に行った全支援件数 3,223 件（8.9%）を対象とし
た。 






















































































くと、「転院」45.3 日（15 日）、「在宅」51.5 日（37
日）、「施設」70.1 日（45 日）の順に長くなっていた。
また、「支援開始日数」も「転院」25.8 日（15 日）、
「在宅」27.3 日（15 日）、「施設」32.4 日（14 日）
の順に長くなっていた。「解決日数」も同様に、「転
院」17.4 日（12 日）、「在宅」21.8 日（14 日）、「施
















ADL が J、A のケースは「在宅」585 件のうち 382
件（65.3％）、「転院」842 件のうち 259 件（30.8％）
であった。 
要介護認定は、「在宅」と「転院」のいずれも要支
























院」842 件のうち医師からの依頼は 580 件（68.9%）
で、看護師からの依頼 248 件（29.5％）の 2.3 倍で
あった。また、「在宅」585 件のうち医師からの依頼
は 295 件（50.4％）で、看護師からの依頼 269 件
（46.0％）の 1.1 倍で、ほぼ同数であった。「福祉」
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在宅 転院 施設 福祉 
患者属性
 
件数（件、％） 1763  (100.0%) 585  (33.2%) 842  (47.8%) 39  (2.2%) 297  (16.8%) 
年齢 (標準偏差)  63.9  (18.6)  62.4  (20.4)  66.3  (15.7)  74.3  (16.9)  58.7  (20.9)  
（歳） （最小値 — 最大値） (0 — 97) 
 
(0 — 93) (0 — 97) 
 
(0 — 97) 
 




男性 866  (49.1%) 266  (15.1%) 427  (24.2%) 14  (0.8%) 159  (9.0%) 
女性 897  (50.9%) 319  (18.1%) 415  (23.5%) 25  (1.4%) 138  (7.8%) 
入院日数    （中央値） 49.2  (35)  51.5  (37)  45.3  (15)  70.1  (45)  52.7  (34)  
（日） （最小値 — 最大値） (1 — 1045) 
 
(2 — 1045) 
 
(1 — 352) 
 
(2 — 570) 
 
(2 — 390) 
 
支援開始日数  （中央値） 26.8 (15) 27.3 (15) 25.8 (15) 32.4 (14) 28.5 (16) 
（日） （最小値 — 最大値） (0 — 1040) 
 
(0 — 1040) 
 
(0 — 242) 
 
(0 — 514) 
 
(0 — 357) 
 
解決日数  （中央値） 19.0  (13)  21.8  (14)  17.4  (12)  31.8  (19)  16.2  (9)  
（日） （最小値 — 最大値） (1 — 323) 
 
(1 — 323) 
 
(1 — 307) 
 
(1 — 208) 
 




J 351  (19.9%) 165  (9.4%) 60  (3.4%) 6  (0.3%) 120  (6.8%) 
A 522  (29.6%) 217  (12.3%) 199  (11.3%) 14  (0.8%) 92  (5.2%) 
B 525  (29.8%) 126  (7.1%) 333  (18.9%) 13  (0.7%) 53  (3.0%) 
C 337  (19.1%) 72  (4.1%) 237  (13.4%) 4  (0.2%) 24  (1.4%) 
不明 28  (1.6%) 5  (0.3%) 13  (0.7%) 2  (0.1%) 8  (0.5%) 
介護度 
(件、％) 
申請なし 1129  (64.0%) 275  (15.6%) 628  (35.6%) 12  (0.7%) 214  (12.1%) 
要支援 1 42  (2.4%) 23  (1.3%) 11  (0.6%) 2  (0.1%) 6  (0.3%) 
要支援 2 40  (2.3%) 17  (1.0%) 17  (1.0%) 2  (0.1%) 4  (0.2%) 
要介護 1 76  (4.3%) 39  (2.2%) 28  (1.6%) 5  (0.3%) 4  (0.2%) 
要介護 2 71  (4.0%) 31  (1.8%) 35  (2.0%) 3  (0.2%) 2  (0.1%) 
要介護 3 33  (1.9%) 16  (0.9%) 14  (0.8%) 2  (0.1%) 1  (0.1%) 
要介護 4 31  (1.8%) 11  (0.6%) 17  (1.0%) 3  (0.2%) 0  (0.0%) 
要介護 5 32  (1.8%) 11  (0.6%) 13  (0.7%) 4  (0.2%) 4  (0.2%) 






無 795  (45.1%) 254  (14.4%) 387  (21.9%) 18  (1.0%) 136  (7.7%) 
有：支援不要判断 494  (28.0%) 172  (9.8%) 223  (12.6%) 7  (0.4%) 92  (5.2%) 
有：要支援判断 252  (14.3%) 86  (4.9%) 126  (7.1%) 10  (0.6%) 30  (1.7%) 
有：判断困難 222  (12.6%) 73  (4.1%) 106  (6.0%) 4  (0.2%) 39  (2.2%) 
依頼者 
(件、％) 
医師 1007  (57.1%) 295  (16.7%) 580  (32.9%) 21  (1.2%) 111  (6.3%) 
看護師 712  (40.4%) 269  (15.3%) 248  (14.1%) 17  (1.0%) 178  (10.1%) 




在宅 701  (39.8%) 486  (27.6%) 57  (3.2%) 10  (0.6%) 148  (8.4%) 
転院 868  (49.2%) 57  (3.2%) 771  (43.7%) 26  (1.5%) 14  (0.8%) 
福祉 194  (11.0%) 42  (2.4%) 14  (0.8%) 3  (0.2%) 135  (7.7%) 
※割合については調査項目ごとに示している 
















ADL が J、A であったのは「在宅」585 件のうち
382件（65.3％）、「転院」842件のうち259件（30.8％）
であった。在宅に退院するケースは ADL が高く、転





































実施した 3,223 件のうち 2,356 件（73.1%）が入院
時には予測できないケースに対する支援依頼であっ
たと考えることができる。これは 2012,2013 年度の
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